










匝Ic":::r.ニム;T':: :::::D'晶 E 竜， '.J~5'~.'書士-端翻





































作製した筋組織に対して電気刺激(1 0 ms duration ， 10 V， 1 Hz) を行ったところ、電気刺激に応じて収縮
する機能的な筋組織を作製できたことが確認された。
3. 運動ニューロンの刺激による筋収縮挙動の観察
グルタミン酸(40μM) を添加することで神経細胞を刺激したところ、微弱ながら筋収縮が起こる様
子が見られた。
【結果と考察】
ヒトiP S 細胞から分化誘導した運動ニューロンを配向した筋芽細胞と共培養することにより、神経筋
組織を作製した。本手法により、神経細胞を介した刺激によって筋収縮が起こるという、基本的な生体
筋組織の運動機構を再現することに成功した。筋細胞・神経細胞共にヒト細胞由来の細胞から作製した
組織であることから、神経筋疾患の研究において有用性の高い組織モデ、ルとして今後応用できると期待
される。
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